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この1ヶ月間、地域研修において大変お世話になり、心
より感謝申し上げます。院外では尾呂志診療所、きな
ん苑、あたわ在宅診療所、相野谷診療所と、多岐にわ
たる場所で地域医療の実際を肌で感じることができま
した。それぞれの施設で、患者様や地域の方々と密接
に関わる中で、医療の現場が病院内だけではないこと
を改めて認識いたしました。また、院内においてもリ
ハビリテーション科や栄養科といった、普段の業務で
はなかなか深く関わる機会の少ない多職種の方々から、
専門的な知識やチーム医療の重要性についてご指導い
ただき、視野が大きく広がりました。この地域研修を
通して、単に病気を診るだけでなく、地域全体との関
係性を築き、連携していくことの重要性を痛感いたし
ました。今回の貴重な学びを、今後の医師としての成
長、そして日々の診療に活かしていく所存です。本当
にありがとうございました。

桑名市総合医療センター 岡島 諒
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1ヵ月の紀南病院の研修で、紀南病院・くまのなる在宅診
療所・相野谷診療所・尾呂志診療所・きなん苑と様々な場
所で研修をさせて頂きました。

診療所や在宅医療など地域研修ならではの研修が行え、充
実したものとなりました。相野谷診療所では患者さんの話
に耳を傾けるだけでもケアリングになることを学べ、くま
のなる在宅診療所では患者家族さんとの信頼関係を構築す
ることで患者さんファーストの医療を提供できることを実
感することができました。

患者さんや患者さん家族の生活全体を見据えた医療を実践
できる医師を目指して研鑽を積んでいきたいと思います。

北出先生を始めご指導いただいた先生方、病院スタッフの

皆様に感謝申し上げます。ありがとうございました。

鈴鹿回生病院研修医 橋口卓弥



7月の1ヶ月間、紀南病院で地域医療研修をさせ
ていただきました。
気づけば、朝サーフィン・釣り・川遊び・ハイ
キング・美味しすぎるお酒にご飯・たまに診療。

患者さんやスタッフとの距離が近く、居心地が
良すぎる１ヶ月間でした。

虫さんとも距離が近く、たくさんのダニに噛ま
れました。お土産にします。
本当に楽しくてありがたい1ヶ月でした。紀南
のみなさま、大好きです！

私は自治医大出身なので、

来年は紀南病院に希望を出して、できることな
らみなさまと働けると良いなと思います。

またよろしくお願いします！！

• 済生会松阪総合病院 平野信長
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